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⼥性⽣殖器の障害① 講義

⼥性⽣殖器の障害② 講義

6

7

②

③

性腺︓⽉経異常、更年期障害、不妊症の病態⽣理・診断と検査・
治療

⼥性⽣殖器︓⼦宮筋腫、⼦宮内膜症、卵巣嚢腫の病態⽣理・診断
と検査・治療
腫瘍︓乳がん、⼦宮頸がん、⼦宮体がん、卵巣がんの病態⽣理・
診断と検査・治療

4

5

④

① 出⾎、帯下、疼痛、外陰部掻痒感、⾃律神経症状、不定愁訴

代謝の障害 講義

⼥性⽣殖器が障害され
た時の症状

講義

副甲状腺︓副甲状腺機能亢進・低下症の病態⽣理・診断と検査・
治療
副腎︓クッシング症候群、褐⾊細胞腫の病態⽣理・診断と検査・
治療

糖尿病の病態⽣理・診断と検査・治療
脂質異常症の病態⽣理・診断と検査・治療
メタボリックシンドローム

遠隔への情報伝達障害
②

講義

2

3

②

③

到達⽬標
⼈のからだに関⼼をもちながら、恒常性維持のためのホルモンのしくみの障害とそれを整え
るための⽅法について説明でき、⽣活⾏動への影響について表現することができる

学習内容

体重変化・⾝⻑の異常、容貌の変化、神経・筋症状

視床下部︓巨⼈症、尿崩症、下垂体腫瘍の病態⽣理・診断と検
査・治療
甲状腺︓バセドウ病、甲状腺腫瘍の病態⽣理・診断と検査・治療

遠隔への情報伝達障害
①

講義

回 学習項⽬
授業
⽅法

遠隔への情報伝達が障
害された時の症状

講義1 ①

科⽬⽬標
⼈体の恒常性維持のための調節機構（液性調節、ストレス反応)の基本的なしくみが障害さ
れた場合や⽣殖を⽀えるホルモン異常の場合に起こるからだの反応と治療過程を理解するこ
とができる。また、それらが⽣活⾏動に及ぼす影響を理解することができる

科⽬名

履修年次 １年次 科⽬区分 専⾨基礎科⽬
単位数
(時間)

1単位
（30時間）

24．⽣活⾏動がしづらいからだⅢ
⼼⾝のバランスを整えるしくみ ⼦どもを⽣む

ディプロマポリ
シー(DP)

⼈を⼤切にするこころ
現象を適切に把握し地域で⽣活する⼈を⽀える看護実践⼒
チームの中で連携・協働するための⼒
専⾨職業⼈として⾃⼰研鑽する⼒



精神の障害⑤ 講義

精神が障害された 演習

13

15

14
遠隔への情報伝達が障
害された

演習

⑥

①

①

摂⾷障害、発達障害の病態⽣理・診断と検査・治療

更年期障害（症状）があると⽣活の何がしづらくなる︖

精神症状（幻覚）があると⽣活の何がしづらくなる︖

精神の障害③ 講義

精神の障害④ 講義

11

12

④

⑤

神経症性障害、ストレス関連障害、⾝体表現性障害の病態⽣理・
診断と検査・治療

依存症、パーソナリティー障害の病態⽣理・診断と検査・治療

精神の障害① 講義

精神の障害② 講義

9

10

②

③

統合失調症の病態⽣理・診断と検査・治療

気分障害の病態⽣理・診断と検査・治療

精神が障害された時の
症状

講義8 ①
幻覚、妄想
抑うつ状態、躁状態、興奮状態、依存状態、不安状態、強迫⾏為


